
 

 

 

 

 

 

 令和６年度 学校運営協議会委員 

No. 氏 名 備 考  氏 名 備 考 

1 砂田   哲 青少年育成町民会議会長 6 八矢 悠輔 ＰＴＡ会長 

2 升川 光昭 主任児童委員 ７ 安孫子孝司    校  長 

3 中野   劯 町区長会北谷地支部長 ８ 高橋 朋昭    教  頭 

4 管   寿恵 北谷地地区公民館長 ９ 軽部 一敏    教務主任 

5 奥山 巌夫 老人クラブ会長 10 宮地 裕子 地域コーディネーター 

重点：安心安全の中で育まれる学びの充実 
６月２４日（月）に、第１回学校運営協議会が開催されました。はじめに、授業通覧をしていた

だき子どもの様子や教師と子どもの様子などを見てもらいました。その後、学校経営についての

説明や「地域と共に歩む学校づくり」について熟議しました。 

 

学校経営について 

 

・教科マイスター制度（※１）の活用で、OJT（※２）支援

員が入り、教科担任制で授業を行っている。いろんな

先生が教えるのもいい。 

・複式学級対応について、学校生活指導補助員２名

（町職）などの支援体制が確立され全職員で 子どもを

指導することができている。元気で遊ぶ子どもの声が響く学校になっている。 

・運動会について、春に行われたことによって、自分たちで何かやらなければいけないという

気持ちになったのは良かった。 

・運動会を通じて、５・６年生の面倒見がよくなった。同時に５・６年生の言うことを聞くことも凄

く大事で、中学年や低学年の子ども達がしっかりと聞くということ、我慢するということができて

いた。 

・運動会は、子ども達が自分たちで作り上げるものだから感動が大きい。苦労しながら作り上

げる過程が大事。これからも、子ども達同士で作り上げることを大事にしてもらいたい。 

・勝つためには組をまとめなければならないという自覚を持つので、６年生が急激な成長を見

せた。 

・子ども達の輪、生活の輪が早くできたことで、まとまりがあるように見えていい感じを受けた。 

河北町立北谷地小学校 

学校運営協議会だより 
令和６年７月１２日（金） 

 



熟議「地域と共に歩む学校づくり」について 

 

・田植えを通して、門松作り、小正月行事を継続していきた

い。藁が手に入りにくいので、学校田の脱穀の際に貰いに

来る。 

・運動会にたくさんの方々が来てくださった。中学生のボラン

ティアもありがたい。育成会でも今年から少しずつ事業を行

いたいとなった。運動会、文化祭、ファンタジーナイトを、一年を通して地域の方と一緒にでき

ればいい。 

・「ホタルの集い」に子どもさんがたくさん来てくださった。（山形からの参加者や地域おこし協

力隊の方などからの声もありました）地域で子どもの声が聞こえるとみなさんが集まってくる。

するとコミュニケーションが生まれる。これからも前向きにやっていきたい。 

・現在、町教育委員会指導主事の鈴木先生に、以前本校在勤中に、「北谷地地区で自分たち

に何ができるか」という設定で総合的な学習の授業実践した時の話をしてもらった。授業を終

えて、子ども達が北谷地地区に欠かせない存在であることに気付き、自己有用感や自己肯定

感が高まったことなど、当時を振り返りながら話をいただいた。 

・地域の伝統を引き継ぐということについて、これから子どもが少なくなりできないこともいっぱ

い出てくるが御神楽や岩木のお祭りは、できる限り引き継いでいきたい。 

・農村からお祭りや伝統行事ができているところが多い。その行事がなくなると農村が縮小し

地域が縮小していくのだろうと感じていて、それが教育にもかかわってくるだろうし、学校を地

域で支えるという部分にもかかわってくると考える。 

・北谷地地区のみなさんはとても学校行事に対して協力的。居場所づくりでも見守りにたくさ

んの方が来てくれるだけでなく、別な遊びも提供して、早く終わった子も危なくないように一緒

に活動してくれる。よそでは見られないこと。それだけ地域の人から子ども達や学校が愛され

ていると感じる。 

・あんまり頑張らないで、地域の人と一緒に楽しくやっていきたい。 

  

※１ 教科マイスター制度 

 「教育山形『さんさん』プラン」の一環として、実施されました。ＯＪＴの実効性を高め、主体

的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を推進するとともに、教科指導力の向上を図

り、児童の学習内容の理解度・定着度の向上と学びの高度化をねらいとしています。 

 

※２ OJT支援員 OJT（ On the Job Training オン ザ ジョブ トレーニング） 

 中核になる先生と授業について語り合ったり、

相談したり、アドバイスを貰ったり、ちょっとした

スペースで研修していくやり方。本校では、算数

に特化して教育マイスター制度を受けている。

中核になる教員のサポートで職員１名配置 

 

たくさんのご意見ありがとうございました。 


